
在宅医療講演会を開催します

と　き　12月11日（日）午後1時30分～3時30分
ところ　中央コミュニティセンター（市文化会館内）
内　容　元気なうちから知っておきたい　在宅医療
　　　　座長：亀山医師会理事　田中内科医院　院長　田中 英樹さん
　　　　第１部　講演　「心温まる在宅医療を亀山に」
　　　　　　　　講師　みえ在宅医療クリニック　院長　門間 文彦さん
　　　　第２部　事例紹介「みんなで支えるかめやまホームケアネット」
定　員　先着80人（要予約）
申込期間　11月4日（金）～12月9日（金）
申込方法　地域医療課地域連携グループ（市立医療センター）へ
　　　　　電話または直接お申し込みください。
主　催　一般社団法人亀山医師会、亀山市

病気や介護が必要になっても、安心して住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるために、在宅医療につ
いて一緒に考えてみませんか？

参加費 無料

ださい（予約制）。
と　き　11月17日（木）
　　　　午前10時～午後３時
※正午～午後１時を除く
ところ　西庁舎１階第４会議室
申�込方法　日本年金機構津年金
事務所へ電話でお申し込みくだ
さい。(音声案内に従って①→
②を選択)

※�年金請求者以外の人が代理で相
談する場合は、委任状（様式は日
本年金機構ホームページ［ URL
https://www.nenkin.go.jp/]
からダウンロード可）が必要です。

　同じ病気の人の話を聞いたり、
お互いの悩みを話したり、一人で
悩まずにお話ししましょう。
と　き　11月25日（金）
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　鈴鹿市保健センター
対象者　がん患者やその家族など
費　用　無料
申�込方法　開催日までに三重県
がん相談支援センターへ電話
でお申し込みください。

　福祉・介護を身近に感じていた
だけるイベントを開催します。
と　き　11月13日（日）
　　　　午前10時～午後４時
※�特設Ｗｅｂサイトでの動画視聴
は11月７日（月）から開始
と�ころ　イオンモール津南１階
みなみの広場・３階イオンホール
（津市高茶屋小森町145）
内　容　
▷「ゆるスポーツ」体験
▷�障がい者芸術作品「パラリンアー
ト」の展覧会
▷�現場で活躍している「介護ロボッ
ト」の展示
▷�特設Webサイトで
の「介護技術コンテ
スト」をはじめとす
る多数の動画視聴

　社会保険労務士が年金の請求
や受給などの相談を受けます。年
金制度について、気軽にご相談く

　カナリアカフェは、認知症のこと
で心配のある人やその家族、地域
の人、専門職などが気楽に集い、
交流、情報交換、相談ができる場
です。
対�象者　認知症の人やその家族、
地域住民など
参加費　無料
※認知症に関する個別相談も実施
元気丸カフェ
と　き　11月15日（火）
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　あいあい1階集団指導室
内　容　コグニサイズなど
問�合先　地域福祉課高齢者支援
グループ（☎84－3312）
はなカフェ
と　き　11月4日（金）、18日（金）
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　老人福祉関センター
問合先　はなの家（☎96－0217）

もよおし
カナリア（認知症）カフェ
地域福祉課高齢者支援グループ
（あいあい　☎84－3312）

みえ福祉・介護フェア2022
（福）三重県社会福祉協議会

三重県福祉人材センター
（☎059－227－5160）

出張年金相談
日本年金機構津年金事務所
（☎059－228－9112）

がん患者と家族の
おしゃべりサロンin鈴鹿
三重県がん相談支援センター

（☎059－223－1616）

問合先  地域医療課地域連携グループ
　　　  （市立医療センター　☎96－8208）
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　鈴鹿峠から三子山、四方草山を
目指す登山イベントを開催します。
と　き　12月17日（土）
　　　　午前9時～午後3時頃
登山場所　三子山、四方草山
集合場所　関支所
※�都合により変更する場合があり
ます。
対�象者　18歳～75歳未満の登山
経験者で健脚の人、体力に自信
がある人
※�通院中の人や心疾患がある人
はご遠慮ください。
定�　員　10人（申込者多数の場合
は抽選）
参加費　無料
持�ち物　リュックサック、飲み物、

　自宅で介護する人向けに、看護
師が介護に関するお話をします。
と　き　12月８日（木）
　　　　午後１時30分～３時
と�ころ　亀山市社会福祉センター
3階

講　師　みえ在宅医療クリニック
　看護師　門間　美幸さん
　看護師　服部　直子さん
対�象者　高齢者を介護している
人、介護に関心がある人
定　員　30人（先着順）
参加費　無料
申込期限　12月６日（火）
申�込方法　地域福祉課高齢者支
援グループへ電話または直接
お申し込みください。

「亀山７座トレイル」２座
（三子山、四方草山）を目指そう!

商工観光課
観光・地域ブランドグループ

（☎84－5074）

タオル、軽食など
服�　装　登山に適した服装、雨
具、防寒着、登山靴、帽子、手袋
など
その他　
▷�登山コースには、急な上りや下
り、キレットがあります。
▷コース途中にトイレはありません。
申込期限　11月11日(金)午後5時
申�込方法　商工観光課観光・地域
ブランドグループへ電話また
はEメ ー ル（  kanko@city. 
kameyama.mie.jp）でお申し
込みください。

※�住所、氏名、生年月日、電話番号、
登山経験の有無が必要(メール
の場合は、件名に「登山イベント
申込」と記入)

※�申し込みは、2人までとします。
主�　催　「亀山7座トレイル」登山
道活用ネットワーク

介護者のためのお話し会
「介護に役立つ豆知識～住み
慣れた家で過ごすために～」
地域福祉課高齢者支援グループ
（あいあい　☎84－3312）

税務署からのお知らせ

と　き　11月13日（日）
　　　　午後０時45分～４時
と�ころ　鈴鹿ハンターセンター
コート（鈴鹿市算所二丁目５－１）
内　容
▷�「小学生の税に関する習字・絵
はがきコンクール」表彰式・入
賞作品展示

▷�「中学生の税についての作文・
標語」表彰式・入賞作品展示

▷�税に関するポスター掲示およ
び各種パンフレット配布

※�作品展示は11月14日（月）～
27日（日）に鈴鹿ハンター１階
東入口特設会場で行います。

主　催　鈴鹿税務連絡協議会
共　催　鈴鹿税務署

申�込方法　鈴鹿税務署法人課税
部門または個人課税部門へ電
話または直接お申し込みくだ
さい。

　国税庁では、国民の皆さんに租税
の意義や役割、税務行政に対する知
識と理解を深めていただくために、
毎年11月11日～17日を「税を考え
る週間」として、ホームページなどで
さまざまな情報を提供しています。
　私たちのくらしを支える税に
ついて、この機会に考えてみませ
んか？国税庁ホームページ（URL 
https：//www.nta.go.jp）で、税に
関するさまざまな情報や国税庁の
取り組みを紹介するインターネッ
ト番組「Web－TAX－TV」を配信
しています。ぜひ、ご覧ください。

　令和５年10月１日から、消費
税のインボイス制度が導入され
ます。事業者の皆さんに必要な準
備を進めていただくため、インボ
イス制度等説明会を開催します。
ぜひ、ご参加ください。
と　き　11月8日（火）、12月1日（木）
　① 午前10時～11時
　② 午後２時～３時30分
　�（消費税の仕組みから理解した
い人は②がお勧めです）
と�ころ　鈴鹿税務署会議室
　（鈴鹿市神戸九丁目24-25）
定　員　11月8日：各回10人
　　　　12月1日：各回18人
　　　　（先着順・要予約）

インボイス制度等説明会の
参加者募集

鈴鹿税務署法人課税部門（☎059
－382－0618）、個 人 課 税 部 門

（☎059－382－0353）
11月11日～17日は税を考える週間
～これからの社会に向かって～

鈴鹿税務署総務課
（☎059－382－0351）

税を考える週間における
税の作品展示

鈴鹿税務連絡協議会事務局
（（公社）鈴鹿法人会内 ☎059－383－7561）
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URL �https://www.mhlw.go.jp/
bunya/kodomo/sids.html

　「母乳だけで育てられるか心配」、
「卒乳の方法を聞きたい」、「妊娠
中のおっぱいのケア方法を知りた
い」など授乳に関する相談に助産
師がお応えします。
と　き　11月15日（火）
　　　　①午前９時30分～
　　　　②午前10時～
　　　　③午前10時30分～
　　　　④午前11時～
※�①②③④のいずれかで、相談時
間は１組20分程度
ところ　あいあい１階集団指導室
対�象者　市内に住所を有する妊婦
または産婦
定　員　４組(先着順)
参加費　無料
持ち物　母子健康手帳
受付開始日　11月２日（水）
申�込方法　子ども未来課母子保健
グループへ電話または直接お申
し込みください。

と　き　11月24日(木)
　　　　午後1時30分～3時
と�ころ　亀山市シルバー人材セ
ンター3階会議室
内�　容　タブレットを使った健
康管理、認知症予防、生活支援
などについてご紹介します。
対�象者　高齢者本人やその家族
（65歳以上）などで健康寿命延
伸・インターネットに関心のあ
る人

参加費　無料
申�込方法　直接、（公社）亀山市シ
ルバー人材センターへ電話で
お申し込みください。

　クリスマスリースを作る教室
を開催します。
と　き　11月26日(土)
　　　　午前10時～正午
ところ　西野公園体育館会議室
対象者　18歳以上の人
定　員　15人（先着順）
参加費　2,500円（材料費含む）
受付開始日時　
　11月５日（土）午前８時30分
申�込方法　参加費を持参の上、西
野公園体育館へ直接お申し込
みください。

　亀山市食生活改善推進協議会
による料理教室を開催します。
と　き　12月16日（金）
　　　　午前9時30分～正午
ところ　あいあい２階栄養指導室
対象者　市内に住所を有する人
定　員　10人（先着順）
参加費　500円
持�ち物　米100g、三角きん、エプ
ロン、ふきん１枚、筆記用具

受付開始日　11月４日（金）
申�込方法　健康政策課健康づく
りグループへ電話または直接
お申し込みください。

　税金は、公共サービスの提供や
公共施設の整備など、皆さんが安
心して暮らしていける環境づくり
に使われます。税金を滞納すると
財政を圧迫し、公共サービスに支
障が生じるほか、ほかの納税者と
の公平性を欠くことになります。
　県では、毎年11月、12月を「差
押強化月間」として滞納処分の強
化を図るなど、収納率の向上に取
り組んでいます。税金は、納期限ま
でに忘れず納めましょう。
　なお、病気、災害、失業・経営不
振などにより、一時的に納付（納め
ること）が困難な場合は、鈴鹿県税
事務所納税課へご相談ください。

　乳幼児突然死症候群（SIDS）と
は、何の予兆や既往歴もない赤
ちゃんが睡眠中に突然死に至る原
因不明の病気です。
　SIDSの予防方法は確立してい
ませんが、次の３つのポイントを守
ることでSIDSの発生リスクを低く
することができます。

①�1歳になるまでは、寝かせるとき
はあおむけに寝かせましょう。
②�できるだけ母乳で育てましょう。
③たばこをやめましょう。
※�詳しくは、厚生労働省ホーム
ページをご覧ください。

睡眠中の赤ちゃんの
死亡を減らしましょう～
～11月は「乳幼児突然死症候群
(SIDS)」の対策強化月間です～
子ども未来課母子保健グループ
（あいあい　☎98－5003）

認知症予防タブレット体験会
～楽しく健康寿命延伸にチャレンジ～

（公社）亀山市シルバー人材センター
（☎96－8641）

健康づくりのための料理講習会
～正月料理～

健康政策課健康づくりグループ
（あいあい　☎84－3316）

各種検診・教室
助産師による授乳相談

子ども未来課母子保健グループ
（あいあい　☎98－5003）

クリスマスリースを作ろう
西野公園体育館（☎82－1144）

お知らせ
県税の納め忘れはありませんか？
11月・12月は「差押強化月間」

鈴鹿県税事務所納税課
（☎059－382－8660）
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応�募方法　子ども未来課子ども支
援グループ（〒519－0164羽若
町545）へ履歴書、資格・免許の
写し、卒業を証明できるものの
写しを持参または郵送してくだ
さい。
そ�の他　勤務時間など相談可
※応募者については面接を実施
　（日時などは後日連絡）

募集人数　３人
業�務内容　市民税・県民税申告お
よび確定申告相談の受付、税務
書類の補筆・整理など
任�用期間　令和５年１月13日～
３月31日

勤�務時間　午前８時30分～午後
５時15分（７時間45分以内）

勤�務日数　週4日程度（土・日曜日、
祝日は休み）

勤務場所　本庁
報　酬　時間給940円

通�勤手当　通勤距離区分に応じて
支給

社�会保険など　勤務形態によって
健康保険、厚生年金保険、雇用保
険に加入
応募期限　12月12日（月）必着
応�募方法　税務課市民税グループ
（〒519－0195　本丸町577）
へ履歴書を持参または郵送して
ください。

選�考方法　書類選考、面接
※応募者については面接を実施
　（日時などは後日連絡）

募集人数　１人
業�務内容　子ども（０歳～18歳）の
発達心理相談や発達検査など
応�募資格　大学院または大学で心
理学を専修する学科またはこれ
に相当する課程を修めて卒業し
た人 

任�用期間　任用開始日（要相談）～
令和５年３月31日（更新あり）

勤�務時間　原則として午前８時30
分～午後５時15分（７時間45分）
勤務日数　週５日
※原則として土・日曜日、祝日は休み
勤務場所　あいあい
報　酬　時間給1,100円
通�勤手当　通勤距離区分に応じて
支給

社�会保険など　健康保険、厚生年
金保険、雇用保険、労災保険
応募期限　12月12日（月）必着

問合先  地域福祉課高齢者支援グループ（あいあい　☎ 84 －3312）

と　き ところ・時間 担当事業所名 内容（変更することがあります）

11月28日（月）

あいあい
1階集団指導室/
午後1時30分～3時

野村きぼう苑 いつでもどこでも一人でできる
セラバンド体操

12月 7日（水） 野村きぼう苑 いつでもどこでも一人でできる
セラバンド体操

12月12日（月） 亀山老人保健施設 自宅でもできる介護予防

対�象者　市内に在住する 65歳以上で、
介護予防に関心のある人

定　員　各日 10人　（先着順）
最少催行人数　各日５人

申込期限　各開催日の 3営業日前　　　
持ち物など　飲み物、動きやすい服装など
申込方法　�地域福祉課高齢者支援グループへ電話または直接

お申し込みください。

出張介護予防教室の参加者募集 参加費 無料

募　集
心理相談員

（会計年度任用職員）の募集
子ども未来課子ども支援グループ

（あいあい　☎83－2425）

税務課非常勤職員
（会計年度任用職員）の募集

税務課市民税グループ
（☎84－5011）

国民健康保険税� 第５期
後期高齢者医療保険料� 第５期

市税などの納付は便利で確実
な口座振替をお勧めします。

11月の納期
（納期限・口座振替日）

11月30日（水）
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等の情報提供など、無理のない
範囲で活動をお願いします。
市�の役割　用具の支給や貸与、倉
庫・活動看板の設置、保険の加入
など

応�募資格　２人以上の参加者がい
ること
申�込方法　申込書等に必要事項を
記入の上、各担当グループへ直
接お申し込みください。

▽道路：建設管理課保全グループ

▽ �公園・緑地：都市整備課都市計画
グループ

▽調整池：土木課河川流域グループ
※�申込書等は、市ホームページから
もダウンロード可

　市では、市民と行政が協力してき
れいな道路環境、公共空間の創出
を目指す、公園・緑地里親制度を推
進しており、道路や公園・緑地・調整
池の清掃などのボランティア活動
を行う団体を募集しています。
　現在、道路で14団体、公園や緑
地などで21団体の皆さんが活動さ
れています。
　身の回りの小さな活動からご応
募いただけます。ボランティア活動
や、身近な公共空間の美化活動に
関心のある人など、ぜひご応募くだ
さい。
活�動内容　ごみの分別収集、落葉
の清掃、除草、花壇の設置、異常

道路環境美化ボランティア
公園等環境美化ボランティア

の募集
建設管理課道路保全グループ

（☎84－5041）
都市整備課都市計画グループ

（☎84－5046）
土木課河川流域グループ

（☎84－5079）

出願期間
Ａ日程　11月１日（火）～25日（金）
Ｂ日程　�12月５日（月）～令和５年１

月５日（木）
※いずれも午後５時必着
試験日　
Ａ日程　12月１日（木）
Ｂ日程　令和５年１月12日（木）
そ�の他　募集要項と願書の請求は、
三重中央医療センター附属三重
中央看護学校へ電話、ファクスま
たはＥメール（  317-school@
mail.hosp.go.jp）で「募集要項請
求」と明示の上、住所、氏名、電
話番号を記入してお申し込みく
ださい。

三重中央看護学校
令和5年度一般入試受験生の募集
三重中央医療センター附属三重
中央看護学校（☎059－259－

1177、FAX059－259－1170）

と　き　12月24日（土）～令和５年１月７日（土）
　　　　午前７時30分～午後６時30分
※�日曜日、12月29日(木) ～令和５年１月３日(火)は除く
ところ　青少年研修センター２階和室
対象者　市内に在住する小学生
定　員　30人（申込者多数の場合は抽選）
料　金　7,000円（定額）
※�行事費用などの実費が別途必要になる場合があります。
申込期限　11月７日（月）必着

西村放課後クラス 東丸町521番地7  ☎83－5550 預かり時間、料金は、市ホー
ムページをご覧ください。

日の本クラブ亀山東 東町一丁目5番3号  ☎83－5218
日の本クラブ川崎Ⅰ 能褒野町89番地1  ☎85－0132
日の本クラブ井田川 川合町300番地  ☎83－5490
ジュニアプレイス みどり町39番地17  ☎82－3100

　保護者が就労などの理由により、家庭で見守ることができない小学生のお子さんを対象に、冬休み期間中
の居場所づくりを行います。

長期休暇子どもの居場所事業（冬休み）
利用者の募集

問合先  子ども未来課子育てサポートグループ
　　　　（あいあい　☎96－8822）

申�込方法　子ども未来課子育てサポートグ
ループへ申込書を提出してください。

※�申込書は、子育てサポートグループにありま
す（市ホームページからもダウンロード可）。
そ�の他　下表の放課後児童クラブは、冬休み期
間中の預かりが可能です。利用や申し込みな
どについて詳しくは、各放課後児童クラブへ
お問い合わせください。
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本　庁　☎ 82-1111　FAX82-9955
関支所　☎ 96-1212　FAX96-2414

（９月末現在［暫定］・亀山署管内）

※（　）内は前年同期比の増減数

人身事故 死亡者 負傷者 物損事故
56件（＋10件） ０件（－１件） 72件（＋10件） 830件（＋39件）

令和４年交通事故発生状況

「秋は二輪車の交通事故の多発が懸念されます」
　二輪車の人身事故の半数以上は「出会い頭」と「右折時」の事故です。
　ライダーの皆さんは、「交通事故に遭わない」、「交通事故を起こさない」ために次のポイントに注意してください。

亀山警察署（☎82－0110）

　市では、令和３年７月に「亀山市犯罪被害者等支援条例」を施行し、犯罪被害者等が受けた被害の早期回
復、軽減ならびに犯罪被害者等の生活の再建を目的とした犯罪被害者等を支え合う社会の形成を促進し
ています。市では、殺人、傷害、性犯罪など心身に有害な影響を及ぼす行為等による被害の相談を受け付
けています。

　犯罪被害者等が、住み慣れた地域で安心、安全に暮らすことができるように
生活環境を再建するには、犯罪被害者等の置かれた状況を理解し、支えていく
ことが必要です。
　言葉で励ますよりも、普段どおりのあいさつを行い、普段どおりに接して寄
り添うことが、犯罪被害者等がゆっくりと心の傷を癒し、平穏な生活を取り戻
す手助けとなることもあります。
　そのほか、根拠のないうわさやインターネット・SNSの情報をうのみにすること、また、犯罪被害者等本
人に事件の内容を聞くことは、二次被害につながりますので注意しましょう。

【市の犯罪被害者等に関する相談窓口】
　防災安全課防災安全グループ（☎84－5035、URL https://www.city.kameyama.mie.jp/docs/2019121100016/）

【外部の犯罪被害者等支援に関する相談窓口】
　公益社団法人　みえ犯罪被害者等総合支援センター（URL https://mie-shien.com/）
　みえ性暴力被害者支援センター　よりこ　（URL http://yorico.sub.jp/）

■犯罪被害者等の支援

■犯罪被害者等に寄り添う行動を！

犯罪被害者等に寄り添う支援に取り組んでいます
11月25日から12月１日まで「犯罪被害を考える週間」

問合先  防災安全課防災安全グループ（☎ 84 － 5035）

電話やメールで相談が可能です。来庁されたときは、個人のプライバシーが守られた環境で
話を伺い、必要に応じて庁内窓口や関係機関まで付き添います。相　　談

相談内容に応じ、市の支援施策を紹介します。犯罪被害者等支援に関する専門機関を紹介し、
連絡調整を行います。情報提供

　▷安全確認を確実に！
　　目視でしっかり安全を確認しましょう
　▷危険を予測！
　　�二輪車は車体が小さく、遠くにいるように見ら

れがちなため、危険を予測し、安全運転につな
げましょう

　▷速度に注意！
　　ゆとりのある運転をしましょう
　▷日常点検の実施！
　　�タイヤやブレーキなどは、日頃からこまめに点

検しましょう
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市立図書館（☎82－0542）
関図書室　（☎96－1036）図書館だより（11 月）図書館だより（11 月）

関おはなし会 
11月 9日（水）　午後３時～　関文化交流センター
たんぽぽの会の紙芝居会 
11月16日（水）　午後３時～　関文化交流センター

関図書室は、通常通り利用できます。
開室時間　午前９時～午後４時30分
休館日 毎週月曜日、第４金曜日

◦��市立図書館の図書資料の返却がお済みでない人は、速やかに返却をお願いします。
　返却は、夜間／休日返却口（返却ポスト）をご利用ください。

　新図書館で新しく自動貸出・返却機を導入するため、図書資料の整理を行い、１冊ずつICタグを貼り付け
ました。新図書館の本棚への引っ越しがいよいよ始まります。

新図書館３階ＩＣタグ貼付作業の様子

新図書館への移転準備のため令和５年１月25日（水）まで休館中です

新図書館への移転準備が進んでいます

問合先 教育委員会事務局生涯学習課社会教育グループ（☎84－5057）

令和４年度一般財団法人自治総合センターシンポジウム助成事業

令和４年度 図書館フォーラム

　令和５年１月26日新しい図書館の開館に向けて、より新図書館を身近に
感じてもらうため、図書館フォーラムを開催します。

内　容 申込方法

入場無料

と　き 12月18日（日）　午後１時30分～

定　員 400人（先着順）

ところ 市文化会館大ホール

【第１部】基調講演「知の地域づくりと図書館」
　講師　�片山 善博さん（大正大学教授・地域構想研究所長、
　　　　　　　　　　　元鳥取県知事、元総務大臣）

【第２部】市民参加型イベント「学びの場からつながる場へ」
　▷ビブリオバトル
　　講師　岡野 裕行さん（皇學館大学文学部准教授）
　▷リレー朗読
　　講師　原田 里美さん（一般社団法人日本朗読協会代表理事）
　　協力　皇學館大学ビブリオバトルサークル ビブロフィリア

参加申込フォーム
二次元コード

　記載の二次元コードを読み取り、申
込フォームからお申し込みください。
　または、申込書に必要事項を
記入の上、生涯学習課社会教育グ
ループへファクス（82－6161）あ
るいは直接お申し込みください。
※�申込書は、市図書館ホームペー
ジからダウンロードできます。

申込期限 12月1日(木)

「学びの場からつながる場へ」～“知る・学ぶ・楽しむ”図書館～
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本　庁　☎ 82-1111　FAX82-9955
関支所　☎ 96-1212　FAX96-2414

歴史博物館（☎83－3000）歴史博物館だよ歴史博物館だより（り（1111 月）月）
＜常設展示室＞
常設展示「亀山市の歴史」
　内�　容　亀山市の歴史を、縄文時代から現代まで、
時代を追って展示

常設展示観覧料　
　一般：200円、児童・生徒・学生：100円
※�小学生未満と70歳以上の人、心身障がい者とその
介助者は無料

※毎週土・日曜日は小・中学生は無料
※�11月12日（土）、13日（日）は関西文化の日のため
無料

※毎月第３日曜日（家庭の日）は無料

＜企画展示室＞
第39回企画展「通い徳利のひとりごと」
　と　き　12月11日（日）まで
　内�　容　博物館には、市内で使われていた通い徳
利（酒や醤油などの量り売りの際に貸し出され
た容器）が数多く収蔵されています。これらの通
い徳利を通して、市域の酒や醤油の醸造場の歴
史をひもときます。

　企画展示観覧料　無料

企画展講座「市域にあった醸造場の姿」
と　き　11月23日（水・祝）午後１時30分～３時
ところ　歴史博物館講義室
内�　容　昔、市内には多くの醸造場があり醤油や
酒が造られていました。展示中の資料をもとに
市内での醸造場の歴史を紹介します。
定　員　25人（先着順）
講　師　歴史博物館学芸員　澤田ゆう子
申�込方法　11月２日（水）午前９時～21日（月）
午後5時までに、歴史博物館へ電話または直接
お申し込みください。

　このコーナーでは、本市の豊かな自然を多くの人に実感していただけるよう、身近なところに存在するさ
まざまな生き物を隔月で紹介しています。

　本来の生息場所とは違う場所へ持ち込まれた生き
物を「外来生物」と呼びます。外来生物は、他の生き物
を食べ、生息場所を奪うなどして、元々生息していた
生き物を減らしてしまうため、世界中で大きな問題と
なっています。特に影響が強い外来生物については
「特定外来生物」として、生きたまま移動させることな
どが法律で禁止されています。
　市内でも、６月に花を咲かせる特定外来生物「オオキンケイギク」が広がってい
るほか、これから特定外来生物に指定される「アメリカザリガニ」や「ミシシッピ
アカミミガメ（通称ミドリガメ）」も定着してしまっています。
　一度定着すると、外来生物を完全に取り除くことは難しく、生態系を変えてし
まう原因になります。亀山の豊かな自然を守るため、外来生物を広めないよう、正
しく理解して注意することが必要です。

問合先　環境課環境創造グループ(☎96－8095）

「亀山のいきもの これなーんだ 　」 Vol.4？

人が持ち込んだ厄介な生き物　～亀山市で見られる外来生物～テーマ

オオキンケイギク アメリカザリガニ

ミシシッピアカミミガメ
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開�館時間　午前９時～午後５時（展示室への入場
は午後４時30分までにお願いします）

※�休館日…�毎週火曜日
　URL http://kameyamarekihaku.jp

検索 亀山市歴史博物館


